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信頼される男 

ウォルター・クロンカイト氏が語る 
（前ＣＢＳニュース アンカーマン） 

 

 

１９８１年５月２１日 

 

 ＣＢＳの看板番組であり、アメリカのテレビジャーナリズムの象徴ともいわ

れたニュース番組「イブニングニュース」のアンカーマンを１９年間務めたウ

ォルター・クロンカイト氏。降板後２カ月後に来日した。“米国で一番信頼で

きる男”“米国の良心”との評価を得た同氏と、同じジャーナリスト仲間であ

る会員が、率直な意見交換を行った。 

 

 

© 日本記者クラブ
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クロンカイト きょうはここで、何か特別の

ステートメントを申しあげるつもりはござい

ません。ステートメントを発表するなどとい

うのは、ジャーナリストの仕事ではないと思

っているからであります。 

 冒頭にお断りしておきたいのですけれども、

私は政府、その他の組織を代表するものでは

なくて、ジャーナリストでございます。です

から、非常に深いことを聞こうと期待されて

も、それに沿えないかもしれません。みなさ

んと同僚のジャーナリストとして、どこのプ

レスクラブでもバーでも見かける、一人のジ

ャーナリストという感じで接していただきた

いと思います。 

 もちろん、これはみなさんに申しあげるま

でのこともなく、ご存じのことだと思います

が、今日、アメリカにおきまして、日本のあ

らゆるものに関して関心が非常に高まってき

ております。日本の文化も、研究対象として、

より広く関心を集め、人気を博し、大きな評

価が与えられるようになってきております。

さらに日本の技術的な、産業上や商業上の業

績に対しても、大きな関心が寄せられてきて

おります。これは競争をする側の国にとりま

しては、懸念の的ともなっているものでござ

いますけれども。 

 さらに、この言葉を使うのにちゅうちょを

感じるのですが、同盟という関係についても、

われわれはそれを重要視し、関心を持ってい

る次第でございます。両国間の同盟は、世界

の平和にとっても、また民主主義の継続を保

証する意味においても、絶対的かつ基本的に

重要なものだと考えております。 

 最後に申しあげたい点といたしましては、

私、この新しくりっぱな日本記者クラブを訪

問いたしますのは初めてでございまして、大

変すばらしい拠点を、みなさんが持っておら

れることを称賛申しあげ、また、お祝い申し

あげたいと思います。 

 

 

 

大きかったエド・マロー氏の功績 

 

 坂本宏（ＮＨＫ出身） クロンカイトさん

ご自身として、エド・マローをどういうふうに

お考えになっておられるか。現在もし、エド・

マローがテレビの世界で活躍するとすれば、ど

ういう方面で貢献するとお考えでしょうか。 

 

 クロンカイト いまご指摘のエド・マロー

は、われわれ放送ジャーナリズムの仕事に携わ

る者にとりまして、父と尊敬している人物でご

ざいます。放送ジャーナリズムの発展に強いイ

ンパクトを与えた人物でございます。この新し

く始まったビジネスに、専門的で新たな倫理を

植えつけた人物でもございます。下手をいたし

ますと、今日見られている傾向以上に、ショ

ー・ビジネスのような形になっていたかもしれ

ない放送ジャーナリズムを、そうではない方に

方向づけた人物でございます。 

 放送ジャーナリズムを、清潔な純粋なものと

し、われわれに対して、かつて多くの新聞が打

ち立てたジャーナリズムの倫理、原則と同じよ

うなものを達成しよう、というインスピレーシ

ョンを与えてくれた人物でございます。 

 そうすることによりまして、放送ジャーナ

リズムのしるし、スタンプというものを、は

っきりと確立してくれた人であると思います。 

 いまのテレビ時代に彼が活躍していたら、

ということでございますが、、もちろん、エ

ド・マローもテレビが出現した時代に生きて

おりまして、二つの非常に有名なテレビ番組

に出演しております。 

 一つは、非常に大きなインパクトを与えた

ものでございますけれども、マッカーシーに

関する調査を、彼が暴露した、というか提示

した番組です。もう一つは食糧の問題を扱っ

たものです。これらはいずれも非常に大きな

インパクトを与えましたし、彼がさらにテレ

ビの世界に留まり続けるという選択をしてい

たとすれば、さらにより大きなインパクトを

与え得たと思います。彼が、こういった番組
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に関わっていた時代というのは、テレビその

ものもまだ若かった時代だったといえると思

います。 

 日本で起こったことですけれども、エド・

マローに関連して、エピソードを一つ紹介し

たいと思います。 

 彼は、朝鮮戦争を実際に自分の目で見よう

として、こちらにまいりました。そのときは、

アメリカが非常に押されていてしまって、大

変難しい状況に陥っていたわけでございます。 

 かつて、イギリス、フランスなどのヨーロ

ッパ戦線に従軍記者として行っていたものが

集まって、彼を朝鮮戦争の戦場のほうにいわ

ば道案内するというようなことで来ました。

ダウンスも飛んできました。マローの飛行機

が夜なかに着くのを見ようと、非常に多くの

人が集まっていたわけでございますが、マロ

ーが飛行機から降りましたときに、ダウンズ

が滑走路に飛び出して、「戻ったほうがいい。

戻ったほうがいい。これは自分たちが関わる

ような種類の戦争ではない」と言ったのを覚

えております。 

 

あまりに多過すぎる“情報筋から”の記事 

 

 松山幸雄（朝日） 「ワシントン・ポスト」

の「ジミーの世界」の黒人麻薬少年のデッチ

上げ記事の問題は、われわれも非常に興味が

あったのですけれども、結果としてアメリカ

のジャーナリズムの大勢は、活字にするから

には、ニュース・ソースを少なくとも上役の

一人か二人に告げられなくてはいけないんじ

ゃないか、という意見のようです。私もそれ

と同意見なのですが、あなたはどう思います

か。 

 もしあなたがそれと同意見だとすれば、ウ

ォーターゲートのときのディープスロートに

ついて、ボブ・ウッドワードは、彼の上役で

あるブラッドレーか、サイモンズにそれを言

うべきだと考えますか。 

 クロンカント その点に関しては、私も同

感でございます。責任のある出版をする者で

あれば、あるいは編集をする者であれば、そ

れを書く記者、レポーター側が誰かにニュー

スソースを知らせる、というふうにすべきだ

と思います。上司の権限を持った人が、どこ

の誰からそれを得たかをきくべきだと考えま

す。そして、そういった記事が発表される時

点においては、経営陣もその点は承知してい

るべきだと思います。 

 今後は、そういったことは、もっとちゃん

となされていくと思うのですけれども……。

なぜいままで、ニュースソースがほかに知ら

されない形になってきたかということを、歴

史的にふり返ってみますと、問題があった場

合に、裁判所でニュースソースを明らかにし

ろという圧力がかかる、ということに関連し

ていたわけです。 

 すなわち、新聞の経営陣側といたしまして

も、ニュースソースに関しては、出来るだけ

知っている人の数が少なければ少ないほど、

ニュースソースの安全を守ることが出来ると

いう考え方で、ニュースソースの保護という

ところから、こういったいままでのやり方が

始まったわけでございます。そのこと自体は

いいことなのですけれども、ややもいたしま

すと、それがやられ過ぎるということがござ

いまして、時として振り子が少し振られすぎ

るということがあるようで、この場合にも少

し行き過ぎてしまったといえるのではないか

と思います。 

 トップマネジメントでさえも、ニュースソ

ースに関して、知ることを求めないという状

況になってきたわけでございまして、「ワシ

ントン・ポスト」の事件は不幸な事件ではご

ざいますけれども、こういった状況を是正す

るという意味では、健全な効果を生んだとい

えると思います。 

 私の個人的な見解といたしましては、ニュ

ースソースをはっきりさせないで、その記事

を印刷物にしてしまうというやり方に関して

は、いずれにしてもあまりに行きすぎた面が
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昨今見えているんではないかと思います。ニ

ュースソースを無名のままにしておくという

形が広がり過ぎて、それにマヒしたような形で

慣れ親しみ過ぎてしまっている、という感じが

いたします。もちろん、場合によってはそれが

必要なときもございましょう。しかし、あまり

に多く、ニュースソース無名のままで報道し過

ぎる形になってしまったと感じています。 

 通常の記事であれば、ニュースソースをはっ

きりとさせて書くほうが、われわれの仕事の対

象とすべきことに関しては、よりより成果が期

待できるのではないかと思います。そして、通

常の記事の場合、ニュースソースを明らかに出

来ない、匿名にしなければならないというので

あれば、それは記事にしないというくらいの気

持ちを持つほうが、よりよい仕事が出来るので

はないかという気もいたします。 

 

“メモ”見て書く記者／“壁”見て書く記者 

 

 時として、憂うつな気分になることがあり

ます。ジャーナリストという立場だけでなく、

このようにジャーナリストのみなさんを前に、

記者会見する立場になってしまうと、いろい

ろなことがございます。いわゆるカッコつき

「有名人」になってしまいますと、いろいろ

不自由なこともございます。否応なくそうい

う立場から、両方を見ることが出来るわけで

すが、報道がいかに曲げて悪く報道してしま

うことがあり得るか、ということも経験する

ことにもなります。それとともに、私も専門

職として、この分野に携わった者として、い

かにうまく報道がなされるか、ということも

承知している次第でございます。 

 現在、私は、あるプレスサービスの書いた

記事の被害者となっております。これは先週、

「香港の西側外交筋から得た情報として」と

いう形で報じられたものですが、私が中国を

訪問し帰国するに際して、“憤まんやるかた

ない形で中国を離れた”というふうに報じら

れてしまったわけです。 

 訪中に当たって、私なりに記事をとろうと

思って行ったんですけれども、それが出来な

かったから怒って帰ってきた、というふうに

報じられてしまったのですが、その報道の中

にはいろいろな間違いが入っております。 

 そもそも「香港の西側外交筋」などという

言い方をしておりますけれども、それが西側

外交筋から得られたものであるはずがない、

ということを私は知っておりますし、北京で

も、あるいはそれ以降も、西側の外交筋の人

と私はコンタクトを持ったことはないわけで

ございます。どうもそれは、当時、北京であ

った人に私がちょっと話したこと、あるいは

もしかして日本に来てから、北京においてい

ろいろな記事を集めようと思ったけれども、

うまくいかなかった、というエピソードを話

したこと――それを聞いた人が伝えたところ

から報道されたことかもしれないと思います。

しかし、その結果といたしまして、北京政府

とのあいだで、深刻な外交事件になりかねな

いようなことになってしまっているわけです。 

 

 北代淳二（司会 ＴＢＳ） ご参考までに

申しますと、クロンカイトさんは、先週は北

京で、新しい科学番組「ユニヴァース」の取

材に当たっていらっしゃいまして、日本には、

北京から先週到着されたわけです。 

 

 クロンカイト ご指摘のウォーターゲー

ト事件のディープスロートのような場合には、

明らかにニュースソースの名前を秘しておか

なければならない例に当てはまるものだと思

います。先ほど、そういう場合もあると申し

あげた、その一つに当てはまるものでござい

まして、「情報筋から」という形で書くべき

ものではないかと思います。 

 ただ、本当にディープスロートと特定出来

る人間がいたのかどうかということに関して

は、私は、確信が持てない気がいたします。

ディープスロートというのは、何人かの複数

のニュースソースだったんではないか、とい
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う気がしております。しかし、ディープスロ

ートという形にしたことによる、ジャーナリ

スティックな効果は非常に大きなものであり

まして、その価値もあると思います。 

 ですから、ニュースソースの名前を秘すこと

すべてを適切ではないと申しあげるつもりは

ございません。ニュースソースを秘す形で報道

しなければならない場合もございます。である

からこそ、ニュースソースを保護するというこ

とに関しては、憲法上の保障が必要なわけであ

り、与えられているわけでございます。 

 たとえば、ある職場の中で不適切な行為が

行われて、それを内部から告発する場合に、

その人に対する保護がなかったとすれば、そ

れも出来ないということになるわけで、そう

いう立場の人に対する保護はもちろん必要で

あります。 

 私、実際に記者をやっておりました関係か

ら、特に編集デスクという立場であった経験

から申しあげますと、記事を書いている記者

の人たちがいる部屋を見回して、自分の手も

とのメモを見ながら記事を書いている人を見

ますと、「あ、ちゃんと記事を書いているな」

と安心するんですけれども、壁をにらみなが

ら何となく書いている人を見ますと、おそら

く「情報筋からの情報によると」という形に

なるんじゃないか、という気がしたものでご

ざいます。 

 

三度目の訪中、北京と広州での私の印象 

 

 山崎（ＮＨＫ） 三つ質問があります。 

 一つは、先週、クロンカイトさんが北京に

いらっしゃったときに、「アメリカン・フィ

ルム・フェスティバル」があって、５０万人

くらいの北京市民が集まったわけですが、ク

ロンカイトさんが見られた北京の人たちの印

象をお聞かせください。 

 もう一つは、去年の大統領選挙のときに、

私はニューヨークにおりまして、クロンカイ

トさんのＣＢＳの選挙速報を見ていたんです

けれども、あのときにＮＢＣは開票してから

２時間足らずの午後８時１５分頃にレーガン

の当選を報じた。まだ西海岸においては投票

している真最中でしたし、ニューヨークでも

まだ投票時間が残っていた段階でした。こう

いう速報競争が、ある意味では投票者を軽視

するというか、いわゆる選挙の公正さに悪影

響を与えはしないか。そうした点についてど

ういうふうに、われわれは考えるべきだと思

いますか。 

 あと一つはクロンカイトさんが東京に到着

されて、日本の地方の旅館に泊まりたい、と

言われたのですけれども、経済繁栄の中で日

本人が何かを喪失し始めているというような

ことを感じられてのことでしょうか。４月に

マザー・テレサが来日して、日本経済は繁栄

しているけれども、親に見捨てられた子ども

が非常に多いというのを嘆いていましたけれ

ども、何かそういうふうな印象を持っておら

れるのでしょうか。 

 

 クロンカイト 中国の人たちについて、と

いうことでございますけれども、私は決して

中国の専門家ぶるつもりはございませんし、

実際専門家でなく、中国には今回でたった３

回目の訪問でございます。いままでの２回は

大統領の訪中に同行する記者団というのは、

あまり現地のことも見聞出来ないし、本当に

学ぶことも出来ないわけです。そういう言い

方をすれば、大統領自身、本当に学んでいる

のか、という感じもするんですが……。 

 いずれにしても、それがいままでの２回で、

今回が３回のうちでは最も長い滞在で、でも５

日間のことでございました。ですから、ほんの

表面的な印象しかお話出来ない、ということに

なってしまうと思います。中国の言葉を喋るこ

とが出来ないというのも、大きなハンディキャ

ップだったんではないかと思います。 

 私が見ましたのは、北京と広州の二か所だ

けで、その二つの町の街路を歩いた結果の印
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象という形で申しあげるとすれば、私が７年

前に参りましたときに比べますと、人々の状

態は良くなっているという感じはいたします。

大幅に開発が遅れている国ではございますけ

れども、そこに繁栄という言葉を使うとすれ

ば、以前に比べてより繁栄した状態が見られ

るような気がいたしました。 

 以前に比べれば、路上を走る車の数も非常

に多くなってきております。少なくとも北京

におきましては、店に置かれている商品も数

が多く、豊かになってきておりますから、全

般的に人々の生活ぶりはよくなったと言える

のではないかと思います。 

 北京を出たり入ったりする際、住宅建設が

活発に行われている、ということも目につい

たことでございます。 

 ただ、人々の外見上の見なりなどというの

に、今回初めて冬でない時期に行きましたの

で、季節感がどれだけ影響しているかという

ことは、私はっきりわかりません。もしかし

たら、その点も関係しているのではないか、

という気もいたします。木々が緑で、花が咲

き乱れ、人々が綿入れを脱いだという状態に

なりますと、冬の重苦しい状態に比べれば、ず

っと外見上の印象はよくなるというのは当然

のことなんじゃないかという気がいたします。 

 ですから、中国の人たちの状況に関して、

こうだ、と言えるような立場には、私はいな

いのではないかと思います。 

 中国の人たちという観点から申しますと、

一緒に仕事をして、いつも心愉しい人々でご

ざいますし、彼らは大変幸せそうで、また人

間関係においても親切であるという意味で、

私は、中国の人たちが好きです。 

 二番目のご質問は、選挙結果の報道に関し

てのものだと思うんですが、これはわれわれ

にとっても非常に難しい問題でございます。

一般的な選挙結果の報道の方針として、ある

特定の州の選挙の投票が終わった場合に、そ

の結果を発表するかどうか、ということにか

かっているものだと思います。東のほうのあ

る州で投票が終了して、それを報道した時点

においては、西海岸などはニューヨークに比

べて時差が３時間ありますし、アラスカです

と５時間、ハワイですと７時間ということに

なりますので、報道された時点で、ほかの州

ではまだ投票が行われている、ということに

なってしまうのです。 

 私どもテレビにおける立場としては、ある

州の投票が締め切られて、公式の集計結果の

発表がなされたとした場合に、公式結果の発

表がなされているにもかかわらず、それを報

道しなかったとすれば、ジャーナリストとし

ての職務を十分に果たしていない、というそ

しりを免れないのではないかと思います。 

 このような選挙結果の報道に対し、いろい

ろ反対が出てまいりましたのも、場合により

ますと、公式の選挙結果の発表を待たないで、

結果の発表がなされてしまう、というところ

からきているのではないかと思います。 

 ＣＢＳの場合には、少なくとも投票が締め

切られるまで待ってから、ＣＢＳとしての結

果速報を行います。しかし、われわれの場合

には、公式の選挙結果の発表をまって、とい

うことはいたしません。投票が締め切られれ

ば、スタートという形でございます。 

 と申しますのは、われわれ独自の非常に精

度の高いボーリングで、コンピューターを使

って、ほぼ正確に結果を予測できるシステム

を持っております。ですから、ある特定の州

の投票が締め切られますと、もう数分以内に

結果を、われわれのほうで発表出来るという

くらいの体制が整っております。 

 ここでの問題は、それだけ結果が早く発表

出来るということになってまいりますと、東

部での発表が、西部でまだ開票中に行われて

しまうということになるわけですけれども、

そして、そういったところから、もしかした

ら西海岸での投票の行動に、あるいは票に影

響を与えるんじゃないか、ということが問題

になるわけです。 
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選挙速報、今回は下院の議席に影響 

 

 かつてＣＢＳの社長でありましたスタント

ン氏が、１９５２年に、われわれがこういっ

た速報体制をしきました時点で、大変その可

能性を心配いたしまして、高価につく調査だ

ったわけですけれども、速報が西海岸、カリ

フォルニアの投票に与える影響に関しての調

査をするように、という命令をくだしました。

その結果の答えは「ノー」だったのですけれ

ども、彼としては、最初の「ノー」という答

えを信ずることが出来なくて、もう一度同じ

ような調査をやり直させたのですが、やはり

答えは同じものでございました。 

 単一の投票であれば、たとえ大統領の選挙

だけというのであれば、確かにそうなんです

けれども、しかし、今回の場合などは、疑い

もなく同時に投票をなされるほかの選挙に影

響が出る、という結果が出てきております。 

 すなわち、もうカーターは負けたようだと

いうことになりますと、西海岸の投票者とし

ても、もう投票所に行く必要もないや、とい

うことで、カーターに投票するつもりだった

人が行かないと、その大統領選挙の投票と同

時に行うほかの選挙にも票を投じないという

ことになってしまいます。 

 たとえば州レベルであるとか、ディストリ

クト・レベルの選挙に影響が出てまいりまし

て、下院の議席に関しては影響が出たようで

あります。 

 何か手を打たなければならない、というこ

とになりますけれども、しかも、その手をわ

れわれジャーナリストの側が打つというのは、

われわれの仕事ではないんではないかと思い

ます。そこまで、われわれがやってしまいま

すと、危険になりかねないと思うわけでござ

います。すなわち、自己検閲の形で、報道す

ることが出来るニュースまでも抑えてしまう、

ということになりますと危険です。政治的な

目的で目的そのものがよいものであったとし

ても、ほかの目的でもって自分たちが報道出

来るニュースを抑えてしまうというのは、ジ

ャーナリストがやるべきことではないんでは

ないかと思います。むしろ、これは政府のほ

うが考えて、何かの措置を講ずべき問題であ

ります。 

 たとえば投票日の投票時間を一日２４時間

という形にしてしまうとか、全国的に投票の

締め切りをまったく同じ時間にするとか、こ

れは簡単な方策で講ずることが出来ると思い

ます。 

 三番目の質問ですが、日本の繁栄がどの程

度社会の各階層にまで浸透しているのかにつ

いて勉強し、調査する意図があるかどうか、

に関しましてですが、そういった意図は、今

回、まったく持っておりません。いままでの

日本訪問の中で、今回は最も長い滞在でござ

いましたけれども、今週はＴＢＳの創立３０

周年記念の行事でほぼ埋まっておりますし、

来週はいままで訪れること出来なかった日本

の文化的な、また歴史的な中心といえるとこ

ろを訪問したいと思っております。いつの日

か再び日本に戻ってまいりまして、真剣な、

真面目なジャーナリストとしての勉強もした

いと思っておりますが、今回はそういった意

図はございません。 

 

“引用文”の利用でも配慮が必要 

 

 菊地（朝日） 最近、面白い人物、つまり、

ウォーターゲート事件で失脚したチャール

ス・コルソン氏と会う機会がありまして、ア

メリカのジャーナリズムについて二つほどお

もしろいことが聞けました。 

 一つは、ご承知のように、彼は刑務所の中

でキリスト教にめざめまして、いま伝導をや

っているわけですが、そのことで記者会見を

したときに、アメリカの新聞記者が「インチ

キ野郎」と言って、彼の顔にパイを投げつけ

たということです。インチキということを発

言することは出来ると思いますが、新聞記者
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がみずから行動して、パイを顔に投げつける

ことが出来るのかどうか。これが一つ。 

 もう一つは、彼がしばしば言っていました

が、ニクソン陣営に入った頃、コルソンとい

う男は、目的のために手段を選ばない男で、

「自分のおばあさんをも踏みつけにする」と

いうことを言われて、そういう発言をしたこ

とが覚えがないのに、いつの間にかそのこと

がずっと引用されて、最後まで引用されてい

たということ。そのことについてのいろいろ

な話があるそうですけれども、言わなかった

ことが一つの神話として出来てしまうという

ようなこと。この二つについてご意見をお聞

きしたいと思います。 

 

 クロンカイト まず、ニクソン政権時代に

おけるコルソンのことに関して申しあげたい

のですけれども、彼は、アメリカのジャーナ

リズムに関して何らの判断をくだせるような

人とは思いませんし、そういった彼の判断を

受け入れることは、その当時の彼という意味

では出来ません。アメリカにおける報道の自

由に対して、真っ向から反対した人間であり、

報道の自由を抑えようという企てを、裏でし

ていた張本人と考えるからでございます。 

 もちろん、今日のコルソン氏に関して、私

は何らの判断もすることは出来ません。ある

人間に関して、こうなのだというはっきりと

した証拠が出るまでは、そうではないという

形で、その人間を受け止めておかなければな

らないという観点から申しますと、何ら今日

の彼に対して申しあげるつもりはございませ

ん。 

 ただ、記者会見で彼のことを「インチキ野

郎」と呼んでパイを投げつけた人に関して、

本当にその人がジャーナリストであったのか

どうかのほうが、真面目に言って疑わしいと

思います。 

 もう一つの、一端あることが引用されると、

引用され続けるということは、われわれ全員

にとって懸念の対象であり、気がかりになっ

ていることです。私、ここで考えるのですけ

れども、データを記録しているところ、デー

タ・ライブラリーのようなところで、もう少

しよりよいシステムを開発して、ある引用文

に関しては、これを当事者が否定したという

ことがあるのであれば、当事者が否定したと

いうことがわかるような、そのようなシステ

ムを設けておくべきではないかと思います。 

 こういう言い方をするからといって、ある

引用文を歴史から抹消する、ということを言

っているわけではございません。ある個人が、

その個人の気まぐれで、歴史に手を加えて歴

史を変える、ということが許されるわけでは

ないと思います。もしかしたら、先ほどのこ

とも、コルソン氏は言ったのかもわかりませ

ん。そしてそのあと、言ったけれども、自分

で変えたいと思ったのかもわかりません。彼

が気持ちを入れかえる前というか、転向する

前は、特に彼は正直ということで通っていた

人ではないと思うのです。 

 いずれにしましても、あることをある人が

否定したからといって、それですべてその記

録を抹殺してしまうということではなくて、

その引用をもし使うのであれば、使う際に、

本人は否定している、ということをつけ加え

て、断って利用するという形にすべきだと思

います。 

 

文責・編集部 通訳・米倉淑子 
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